
107地域資料収集事業【中央図書館】

～

5

1

⑴

市民 事業者

職員 その他

担当課 中央図書館

予算区分（款-項-目-中事業） 9-4-4-1 中央図書館運営事業

（中事業名） 中央図書館運営事業 決算書ページ 227 228 一般

基本目標 いつでも　どこでも　誰とでも　広がる交流の輪

政策 まちの資源を生かした市民同士の交流の促進

施策 歴史の次世代への継承

開始年度 平成４年度

終了予定年度 年度 　未定 市民・民間事業者との連携協働の可能性 両者と協働可

根拠法令等 図書館法

関連計画 長久手市教育振興基本計画

アウトプット（詳細はⅡへ） アウトカム（詳細はⅢへ）

②活動指標 ③中間成果 ④最終成果

【対象】

　対象の数：
 81,890人（うち
人口61,381人）

【事業内容】

（成果指標名）

令和７年度長久手市行政評価票（Ａ票：事業評価票） 対象年度 令和６年度

事業番号 107 事業名
地域資料収集事業

総
合
計
画

そ
の
他

①事業概要

（どんな取組を行うのか） （取組の進捗をはかるもの。
　また、それがどうなるのか）

（①【対象】がどのような
状態に変わるのか）

（大事業の将来像）

郷土資料（地域資料）が充実
し、市民の資料を閲覧する機会
や貸出が増える。

地域に根ざした資料を次世代に
継承するため、司書が専門的視
点で郷土、行政に関する資料を
収集します。

郷土資料等の年間貸出冊数

Ⅰ

　
基
本
情
報

事
業
の
概
要
・
目
的

【アクションプラン指標】
郷土資料等の資料数（冊）の増
加

【その他の指標】

大
事
業
共
通

乳幼児から高齢者まで全ての市
民が集う社会教育施設として読
書環境が整い、図書館が生涯を
通じて読書に親しむ場となる。
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【アクションプラン指標】 基準値 8,763 目標値 8,750 8,900 9,050 9,200 9,350

目標値 9,350 実績 8,957

基準値 目標値

目標値 実績

基準値 目標値

目標値 実績

基準値 目標値

目標値 実績

　各年度の取組、改善したこと。目標が達成できなかった場合はその理由

活動指標名 単位
基準値（2023年）
目標値（2028年）

※AP指標のみ
区分

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

R8(2026)
年度

R9(2027)
年度

R10(2028)
年度

1 冊
郷土資料等の資料数【累計】

2

3

4

事業開始
の背景

平成４年度に開館して以降、図書館法に基づき、郷土資料（地域資料）を収集し、市民へ提供している。館内に特別資料閲覧室を設置し、
貴重資料の保存に努めている。令和４年度から郷土資料の電子化を行い、ホームページへの公開を始めた。

Ｒ
６

貴重資料の保存のため、著作権の許諾を得た3冊の郷土資料の電子
データ化を行い、図書館ホームページへ公開した。

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
９

Ⅱ

　
活
動
状
況
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
詳
細
）

活
動
指
標

エ
ピ
ソ
ー
ド
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R2 年度 R4 年度 R6 年度 R8 年度 R10 年度

成果指標名（中間成果をはかるもの） 単位 成果指標の推移と目標

【現状】

301 329 303 305 307

成果達成状況 指標目標値の根拠

Ａ.想定より良い　Ｂ.想定どおり　Ｃ.どちらともいえない

Ｄ.想定を下回っている

評価の理由、分析

今後の方向性 今後の方向性の理由

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止

改善ポイント

（成果指標を踏まえ、総合計画基本目標達成のため、必要性、有効性、効率性、公平性、歳入確保の観点等から見直しの余地のある取組を記入）

見直し

可能年度

郷土資料等の年間貸出冊数 冊

Ｂ

出版冊数が他の資料と比べて少なく、資料数の大きな増加
は見込めないため、貸出冊数も現状維持を見込み、R6年度
実績の1％増加を最終目標値とし、その中間値をR8年度目
標値とした。郷土資料等は永年保存する資料が多いため館内閲覧のみが多く、貸出冊数は他の資料と比べると少

ないが、一定数の貸出があり必要性を感じている。

Ｂ
郷土資料等の収集を継続し、蔵書増加に努める。限られた配架場所の中で、貸出や閲覧につながる効率的な取組を検討して
いく。

見直しの余地のある取組名
見直しの
方向性

理由及び具体的な見直しの内容

1 郷土資料等の配架

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

貴重資料を保存するため、多くの郷土資料等は１階閲覧室ではなく２階特別資料閲覧室に
配架している。１階閲覧室で気軽に手に取れるよう、貸出できる資料を増やし、配架場所
の検討を進める。

2

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

3

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

Ⅲ
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R8年度の費用（R7年度比） （単位：千円） R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持 予算 決算 予算 決算 予算

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止 76,646 69,456 106,250 108,901 110,313

理由 合計額 104 121 114 163 121

（内　国費）

（内　県費）

（内　諸収入） 104 121 114 163 121

（内　その他）

一般財源 76,542 69,335 106,136 108,738 110,192

積算額 R7年度予算の内訳　＜細々節名、　予算額、（R6年度予算額）＞

Ｂ 事業費

特
定
財
源

郷土資料等収集に必要な図書購入をはじ
め、子ども読書活動推進計画にかかる館
内及び連携事業、窓口等業務委託、及び
図書館システム運用を継続して実施する
ため。

Ⅳ

　
費
用

令
和
８
年
度
予
算
の
方
向
性
（
P
L
A
N
）

３
年
間
の
推
移

未定 会計年度任用職員報酬 15,752千円（13,935千円）
コンピュータ運用業務委託 6,288千円（5,506千円）
コンピュータ賃借料 3,272千円（2,513千円）
会計年度任用職員期末手当 3,292千円（2,783千円）
会計年度任用職員勤勉手当 2,765千円（2,329千円）
光熱水費 12,040千円（11,757千円）
印刷製本費 400千円（380千円）
自動車点検手数料 11千円（0千円）
放送受信料 43千円（42千円）
図書館運営協議会委員報酬 73千円（73千円）
普通旅費 10千円（10千円）
特別旅費 20千円（20千円）
会計年度任用職員旅費 12千円（12千円）
消耗品費 2,449千円（2,449千円）
燃料費 31千円（31千円）
修繕料 60千円（60千円）
道路通行料 5千円（5千円）
自動車借上料 129千円（129千円）
図書情報使用料 1,540千円（1,540千円）
図書資料 17,000千円（17,000千円）
日本図書館協会負担金 37千円（37千円）
県図書館協会負担金 9千円（9千円）
県公立図書館長協議会負担金 5千円（5千円）
尾張部公共図書館連絡協議会研修会負担金 2千円（2千円）
図書館職員講習会負担金 10千円（10千円）
洗車手数料 4千円（7千円）
食糧費 7千円（14千円）
図書情報作成委託 45千円（54千円）
重量税 0千円（9千円）
通信運搬費 360千円（372千円）
自動車損害保険料 14千円（32千円）
車検手数料 0千円（33千円）
図書消毒機保守委託 42千円（83千円）
図書資料装備委託 50千円（92千円）
施設管理用備品 0千円（58千円）
会計年度任用職員通勤費 250千円（359千円）
窓口等業務委託 44,286千円（44,500千円）


